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６月１日号への掲載の申込み
は、４月 ２０ 日㈬までに、広報
情報課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、ＦＡＸ 983・２719

CoderDojo 三島・沼津 
子どもプログラミング道場　参加者募集
時５月８日、７月 10 日、９月 11 日、11

月 13 日、令和５年１月 15 日、３月 1２ 日

（各日曜日）午後２時～４時費無料対小・

中学生注開催場所や応募方法につきまし

てはホームページにてご案内します▶ ht

tps://coderdojo-mn.com/問CoderDojo 

三島・沼津*kidswsmn@gmail.com

藤間流伊世藤会　日本舞踊公演

時４月 10 日㈰午前 10 時 30 分～午後７時
場市民文化会館大ホール内伊世藤会一門

による３年に一度の古典日本舞踊公演を

ご覧ください費無料定満席になり次第問

伊世藤会事務局・藤間☎ ９75・９77９*isef

ujikai@gmail.com

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報情報課☎９83・２6２0 三島市　市民活動団体応援

文化

琴城流大正琴 
伊豆琴慧会 1０ 周年記念演奏会

時５月 1４ 日㈯正午～午後３時 30 分場市民

文化会館大ホール内第１部「想い出のメロ

ディー」、第２部「大正、昭和、平成、令和

の時代へ」費無料問神田☎ 080・２6２1・４831

子ども陸上練習募集

①ゆめアスリ②三島陸上時①４月から１

年間（第２・第４土曜日）②４月から１

年間（毎週土曜日）場日大御園グラウン

ドほか費①年間１万 ２,000 円②年間１万

8,000 円（２回無料体験あり）対①年長～

小学３年生②小学１～６年生申・問三島

市陸上競技会・西尾☎ ９４7・２838（受付：

午後８時～９時）

初心者バドミントン教室　参加者募集

時５月から１年間（毎週土曜日・全 30 回）

午後７時～９時場市民体育館費１万 5,000

円（初回払い）対中学生以上定先着 ４0 人
持ラケット（貸出あり）、運動靴申４月９

日 ㈯ よ り ▶ http://mishima-badminton.

com/問三島市バドミントン協会・高井☎

0９0・70４5・3016

三島ソフトテニス協会 
春季ソフトテニス教室

時４月 13 日～７月６日（毎週水曜日）午

後６時 30 分～８時 30 分場市民体育館文

教コート費４,000 円対小学生以上定30 人持

ソフトテニスラケット、運動靴申４月 13

日㈬午後６時よりコート入口で受付問大

庭☎ 080・２615・6９11

アーチェリー 
春季初心者講習会

時５月 15 日～６月５日（毎週日曜日）午

前９時 30 分～正午（全４回）場市民体育

館弓道場費3,000 円（保険料含む）対中

学生以上定先着４人申・問４月 11 日㈪～

30 日㈯までにアーチェリー協会・大木☎

0９0・２571・９４80

静岡県要約筆記者養成講座 
（手書き・パソコンコース）

聴覚障害者へのコミュニケーション支援と

して、その場の話を文字で伝える要約筆記

者を養成します。時５月 18 日㈬～ 11 月 ２0

日㈰（水曜日または日曜日）午前 10 時～午

後３時（全 ９２ 時間）場社会福祉会館４階大

会議室、３階第１会議室ほか費3,680 円（テ

キスト代）対県在住・在勤の 18 歳以上の人
定各コース ２0 人注修了条件：８割以上の出

席申・問４月 18 日㈪までに静岡県聴覚障害

者情報センター☎ 05４・２２1・1２57

「コロナ過を防ぐ方法」講習会

時４月 10 日㈰午後１時 30 分場生涯学習

センター５階第２研修室定８人申・問当

日までに浅井☎ 0９0・1２37・0011 ※当日

の場合でも、必ず事前に電話での申し込

みをお願いします。

夢未来高等学院静岡校　開校

特別な支援が必要な生徒や自閉症スペク

トラム、学習障害（ＬＤ)、ＡＤＨＤ（注意

欠陥多動性障害）などの発達課題のある生

徒、ひきこもり・不登校での高等学校卒

業が困難な状態にあり、転入・編入を希

望する生徒の受け入れも対応を検討でき

ます問夢未来高等学院静岡校☎ ９９1・0807

スポーツ・健康

その他

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、掲載した事業を中止・
延期または内容変更する場合があります。

▲市民活動団体応援コーナー詳細

子育て・教育

広報みしま 締切日

７月１日号 ５月２6日㈭

８月１日号 ６月２２日㈬

９月１日号 ７月２1日㈭

26２０２２．４．1 広報みしま



　
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
優
し

く
て
、
す
ご
く
面
白
い
で
す
。

　
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
唄
を
う
た

っ
た
り
、
お
や
つ
に
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

た
っ
ぷ
り
の
特
製
パ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
い
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。
た
ま
に
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
私
の
た
め
に
甘
口
と
辛
口
を
分
け

て
カ
レ
ー
を
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
時
々
怒

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
ま

た
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
戻
り
ま
す
。

　
私
は
、
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大
好

き
で
す
。
ず
っ
と
仲
良
し
コ
ン
ビ
で
い
た

い
で
す
。
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

当
番
　
す
ず
き
　
る
な  

さ
ん

　
今
回
は
中
郷
地
区
に
位
置
す
る
北

沢
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
北
沢
は
、
大
場
川
の
左
岸
に
位
置

す
る
地
域
で
す
。
東
側
は
箱
根
山
麓

に
つ
な
が
り
、
北
に
は
向
山
古
墳
群

が
あ
り
、
錦
田
地
区
に
接
し
て
い
ま

す
。

　
『
三
島
市
誌
』下
巻
に
よ
れ
ば
、「
北

沢
」
の
地
名
は
平
安
時
代
中
期
に
編

さ
ん
さ
れ
た
辞
書
『
和わ

名み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う』

に
記
載
の
あ
る
地
名
「
佐
婆
郷
（
さ

ば
の
ご
う
／
さ
わ
の
ご
う
）」
に
由

来
す
る
と
い
い
ま
す
。
佐
婆
郷
は
現

在
の
三
島
市
大
場
・
多
呂
・
中
島
・

北
沢
・
谷
田
・
竹
倉
・
玉
沢
お
よ
び

函
南
町
上
沢
付
近
と
想
定
さ
れ
て
お

り
、
佐
婆
郷
の
北
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
「
北
沢
（
北
佐
婆
）」
と
呼
ば

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正
十
八

年
（
一
五
九
〇
）
に
豊
臣
秀
吉
が
現

在
の
三
島
市
中
郷
地
区
お
よ
び
函
南

町
周
辺
の
村
々
へ
宛
て
た
文
書
で
は

「
北
沢
郷
」
が
宛
先
の
う
ち
に
含
ま

れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
の

呼
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
地
区
の
歴
史
―
北き
た
ざ
わ沢
―

　

北
沢
の
人
々
は
、
元
々
大
場
の

赤あ
こ
う王
神
社
を
信
仰
し
て
い
ま
し
た

が
、
の
ち
に
北
沢
村
内
に
分
祀
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
現
在
向
山
小
学
校
の

南
に
あ
る
赤
王
神
社
で
す
。
こ
ち
ら

は
「
シ
ャ
コ
ウ
ジ
ン
ジ
ャ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
場
の
赤

王
神
社
と
の
混
同
を
さ
け
る
た
め
だ

そ
う
で
す
。

　

前
述
の
よ
う
に
こ
の
地
域
は
西
に

大
場
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
大
場
川

は
か
つ
て
大
き
く
蛇
行
し
て
お
り
、

流
域
は
洪
水
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
正
時
代
、
地
域
の
豪
農
が

私
財
を
投
じ
て
北
沢
集
落
に
接
す
る

部
分
の
大
場
川
の
河
川
改
修
を
行
い

ま
し
た
。
蛇
行
し
て
い
る
流
れ
を
直

線
化
し
、
堤
防
を
築
く
と
い
う
大
事

業
で
す
。

　

こ
の
工
事
か
ら
あ
ま
り
歳
月

の
経
っ
て
い
な
い
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
に
撮
影
さ
れ
た
航
空

写
真
を
み
る
と
、
周
辺
の
土
地
の
区

画
に
蛇
行
し
て
い
た
大
場
川
の
跡
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ ９71・8２２8

No.406

▲ 「北沢川改修工事平面図」
　 （画面右側が北 / 原明博氏蔵）

▲ 航空写真黄点付近の現在の様
子。旧流路にあたる部分が今も
くぼみ、通行のために板を渡し
ています（写真奥が今の大場川）

▲ 昭和 16 年撮影の航空写真（国
土地理院提供）

  ※ 図面と向きをそろえるため右
を北にしています

　

現
在
で
は
、
そ
の
後
の
河
川
改
修

や
宅
地
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
か

つ
て
の
蛇
行
し
た
大
場
川
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
川
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、

昔
の
お
も
か
げ
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
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